
　「空白の四世紀」という言葉がある。四世紀の倭国の記録が中国に
ないので、この時期の我が国の動向が分からないという意味である。
これが戦後の支配的な古代史観である。今日の日本史教科書が専ら
考古学的知見の解説に終始し、歴史上の人物や出来事に言及しない
のはそのためである。ところが、『古事記』『日本書紀』（『記』『紀』）は、
我が国草創期について充実した内容の記事を有する。これを読め
ば、三世紀後半から六世紀にかけて、大和政権が全国を統一し、朝鮮
半島で活動したことを具に知ることが出来る。つまり、「空白」とは
『記』『紀』を無視した物言いである。その根底にあるのは、『記』『紀』
に登場する人物は実在せず、その物語は作り話であるという認識で
ある。要するに、我が国の史書は信用に値しないというのだ。
　本書は、津田左右吉に始まるこの戦後の通念に挑むものである。
『記』『紀』の記事は、中国の史料、好太王碑文、国内外の考古学知見
と整合する。これらを総合することで、古代を覆うベールを取り払い、
大和政権による国作りの実像を明らかにする。
　六世紀に任那を失い、それを以て対馬が我が国の国境と定まった。
それ以降、近代の驕り高ぶった一時期を除けば、それは我が国の国
是であり続けている。本書は、国境画定に至るまでの激動と興亡を描
くものである。
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◉朝鮮半島の南岸部・南西部は倭人の地であった。
◉弥生時代の倭人は文書を用いて中国と交流していた。
◉倭人は朝鮮半島南部で鉄を製造していた。
◉「加耶」ではなくて「加羅」が本来の名称である。
◉筑前が大和政権の傘下に入ったのは三六二年頃である。
◉神功皇后は三六三年頃に新羅に攻め入り、三六七年に百済との国交を開いた。
◉「任那日本府」は三六九年に「安羅」（慶尚南道咸安郡）に設置された。
◉武内宿禰は応神朝成立の立役者であったが、後に反乱を企てた。
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